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城山憲法九条の会ニュース 2012/1/17

事務局 長崎市油木町28-32 園田鉄美方 電話（FAX)095-845-5400

再び戦争しない
被爆者はつくらない
日本国憲法を守ろう

今
年
も
平
和
の
た
め
に
心
お
寄
せ
い
た
だ

く
皆
様
み
な
さ
ま
方
と
と
も
に
、
憲
法
九
条

の
精
神
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
に
歩
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
、
結
成
６
周
年
の
集
い
を

兼
ね
、
極
冷
え
の
１
月

日
（
日
）
に
聾

26

唖
者
を
取
り
巻
く
社
会
問
題
に
正
面
か
ら

取
り
組
ん
だ
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
あ
ふ
れ
る

「
『
ゆ
ず
り
葉
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
」
を
開
催

し
、

名
が
参
加
。
参
加
者
の
感
動
の
涙

33

を
誘
い
ま
し
た
。

震
災
後
間
も
な
い
桜
の
花
が
ま
だ
開
き

き
れ
な
い
３
月

日
（
土
）
に
は
、
平
和

26

案

内

人

の

城

臺

美

弥

子

さ

ん

を

迎
え
て
、

城

山

地

区

内

の

「

原

爆

結成６周年のつどい（ '11/1/26)

遺
構
巡
り
」
に

名
が
参
加
。
身
近
な
被
爆
の
遺

19

跡
に
平
和
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

８
月

日
（
日
）
に
は
、
長
崎
大
学
准
教
授
の

28

冨
塚
明
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
「
原
発
と
憲
法
を
考

え
る
つ
ど
い
」
に

名
が
参
加
。
福
島
原
発
事
故

29

の
重
大
性
を
視
覚
教
材
を
交
え
な
が
ら
、
核
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
の
原
理
や
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

も
含
め
て
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、

月
５
日
（
土
）
に
は
、
そ
の
第

弾

11

2

の
「
原
発
と
憲
法
を
考
え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
。

同
じ
冨
塚
明
さ
ん
に
ご
講
義
い
た
だ
き
、

名
が

26

参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

月
と

月
の
学
習
会

8

11

で
は
、
城
山
憲
法
九
条
の
会
の
運
営
等
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
参
加
者
か
ら
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
会
で
は
県
九
条
の
会
の
呼
び
か
け
に

よ
る
「
九
条
フ
ェ
ス
タ
」
（
５
月
３
に
日
）
、
「
放
射

能
・
放
射
線
の
影
響
講
演
会
」(
月

日
）
な
ど

11

12

に
世
話
人
等
が
自
主
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
他
、
会
で
は
３
月
に
「
城
山
憲
法
九
条
の

会
」
幟
旗
を
作

成
。
今
後
の
会

の
行
動
や
集
会

な
ど
に
活
用
し

て
い
く
予
定
で

す
。
な
お
、
昨

年
は
世
話
人
会

を
毎
月
開
催
し
、
事
務
局
会
議
も

回
開
催

4

し
ま
し
た
。

今
年
は
、

カ
月
に

回
程
度
、
城
山
憲

3

1

法
九
条
の
会
と
し
て
の
集
い
（
学
習
会
、
碑

巡
り
、
映
写
会
、
文
化
行
事
な
ど
）
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
会
の
ニ
ュ
ー
ス
の
定
期
発

行
に
も
力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

月

日
（
土
）
に
は
、
結
成

周
年
の

2

18

7

集
い
と
し
て
、
城
山
教
会
信
徒
会
館
に
お
い

て
、
長
崎
大
学
経
済
学
部
教
授
で
憲
法
学
者

で
あ
る
井
田
洋
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
東
日

本
大
震
災
・
原
発
事
故
、
増
税
、

、

T
P
P

普
天
間
基
地
な
ど
大
き
な
問
題
が
山
積
す
る

中
で
、
民
主
党
政
権
の
も
と
発
足
し
た
憲
法

調
査
会
の
動
き
な
ど
、
「
憲
法
改
正
を
巡
る
現

在
の
状
況
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
く

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。 3/26遺跡巡りで演奏する園田さん

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
を
振
り
返
り
〜
新
し
い
年
を
迎
え
て
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昨
年
は
東
日
本

大
震
災
・
原
発
事

故
に
み
ま
わ
れ
ま

し
た
。
原
発
事
故

に
対
す
る
不
安
と

関
心
が
寄
せ
ら
れ

た
の
受
け
て
、
城

山
九
条
の
会
は
、

八
月
に
物
理
学
者
・
冨
塚
明
長
崎
大
学
准
教
授
を
講

師
に
「
原
発
問
題
を
考
え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
要
望
が
あ
り
十
一
月
に
再
度
「
つ
ど

い
」
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ

人
近
く
が
参
加
し
ま

30

し
た
。

富
塚
さ
ん
は
、｢

原
子
力
発
電
」
と
い
う
い
い
方

は
日
本
だ
け
、
世
界
で
は
「
核
発
電
」
と
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
。
原
子
力
発
電
を
核
兵
器
と
違
う

も
の
に
え
が
く
こ
と
か
ら
「
安
全
神
話
」
が
始
ま
っ

て
い
る
と
語
り
ま
し
た
。

核
爆
発
を
安
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術
は
確 ｢つどい｣(11/5、ｶﾄﾘｯｸ城山教会)

立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
人
類
は
核
の
ゴ
ミ
と
い
わ
れ

る
核
廃
棄
物
を
処
分
す
る
方
法
も
、
場
所
も
持
た

ず
、
核
廃
棄
物
が
た
ま
り
続
け
て
い
る
。
原
子
力

発
電
の
技
術
は
未
完
成
の
も
の
と
指
摘
し
て
、
原

子
力
発
電
か
ら
は
撤
退
す
べ
き
と
強
調
し
ま
し

た
。ま

た
、
電
力
不
足
の
問
題
は
、
電
力
会
社
が
い

う
よ
う
に
深
刻
で
は
な
い
。
節
約
と
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
、
研
究
・
開
発
を
す
す
め
れ
ば
展
望

は
あ
る
と
具
体
的
な
数
字
も
示
し
て
説
明
し
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
、「
２
回
に
わ
た
る
原
発
問
題
、

と
て
も
わ
か
り
や
す
い
説
明
で
よ
か
っ
た
」
、
「
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
日
本
の
技
術
の
高
さ
が
わ
か

り
、
原
発
は
廃
炉
に
す
べ
き
と
確
信
し
ま
し
た
」
、

「
少
し
難
し
い
内
容
で
し
た
が
、
こ
う
い
う
時
間

が
な
い
と
、
も
っ
と
も
っ
と
分
か
ら
な
い
、
知
ら

な
い
で
生
活
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
」
な
ど
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
原
発
は
い
ら
な
い
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
」

―

原
発
問
題
で
連
続
学
習
会

―

城山憲法九条の会の運営体制

城山憲法九条の会の運営体制は、昨年１２月から次の通りです。

世話人（13名） 奥山忍・楠田穣・楠田昌子・下平作江・佐久間洋子・

里見公義・園田鉄美・橋口亮子・廣瀬方人・深町孝郎・Mヒルデン・水谷厚

子・山口秀樹の各氏。代表世話人は下平作江、楠田昌子、山口秀樹の三

氏、事務局長は園田鉄美氏が務めます。

現在、賛同会員（集い参加者を含む）が城山地区内で約400名、地区外

で約100名となっています。会の連絡・運営をよりつながりあるものにするた

めに、世話人の補充やニュース・チラシの配布者を広げていきたいと考え

ていますので、ご協力をお願いします。

ご案内

城山憲法九条の会

結成七周年のつどい

２月１８日(土）

午後１時半～３時半

カトリック城山教会

(信徒会館）

記念講演・井田洋子さん

長崎大学教授(憲法学）


